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表
現
力
を
高
め
る
た
め
の「
対
話
的
な
活
動
」の
工
夫

―
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
制
作
を
通
し
て
―

佳
作
賞

　

本
研
究
は
、
表
現
力
を
高
め
る
た
め
、
ピ
ク

ト
グ
ラ
ム
を
題
材
に
、
制
作
の
全
過
程
に
対
話

的
な
活
動
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
対
話
的
な
活
動
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
で

美
術
的
な
「
見
方
・
考
え
方
」
が
十
分
に
働
き
、

深
い
学
び
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指
す
。
対
話

を
促
す
た
め
の
手
立
て
と
し
て
、
制
作
過
程
に

鑑
賞
活
動
を
複
数
回
組
み
込
む
こ
と
、
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
の
工
夫
を
行
う
こ
と
、
学
習
の
ま
と
め

と
し
て
の
相
互
鑑
賞
を
工
夫
す
る
こ
と
の
３
点

を
行
っ
た
。

　

本
研
究
は
、
平
成
29
年
に
、
主
題
に
基
づ
い

て
班
で
ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め
な
が
ら
一
つ
の
ピ

ク
ト
グ
ラ
ム
を
制
作
す
る
共
同
制
作
か
ら
始

ま
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
際
に
一
部
の
生
徒
が

ア
イ
デ
ア
を
練
る
段
階
で
手
が
止
ま
っ
て
し
ま

う
様
子
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
生
徒
の
振

り
返
り
の
記
述
に
は
、「
何
を
ど
う
表
せ
ば
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
」、「
イ
メ
ー
ジ
し
た
こ
と
を

形
に
で
き
な
い
」
こ
と
が
原
因
で
構
想
に
時
間

が
か
か
り
、
活
動
に
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
30
年
度
か
ら
個
人
制
作
へ
移

行
し
、
２
年
に
亘
っ
て
構
想
段
階
の
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
や
鑑
賞
活
動
の
取
り
入
れ
方
を
見
直

し
、
改
善
を
重
ね
た
。
制
作
活
動
の
中
に
、
表

現
力
を
高
め
る
こ
と
を
よ
り
鮮
明
に
意
図
し
た

対
話
的
な
鑑
賞
活
動
を
複
数
回
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
学
び
を
深
め
、
生
徒
の
表
現
力
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
手
立
て
と
し
て
、

授
業
の
全
体
計
画
の
中
に
鑑
賞
活
動
を
意
図
的

に
取
り
入
れ
た
構
成
に
し
た
。
ま
た
、
制
作
時

に
自
作
品
の
ア
イ
デ
ア
の
変
化
を
感
じ
取
れ
る

比
較
鑑
賞
を
容
易
に
行
え
る
よ
う
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
を
工
夫
し
、
デ
ザ
イ
ン
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
実

感
さ
せ
な
が
ら
本
制
作
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
。
ま
と
め
の
鑑
賞
活
動
で
は
、
班
活
動

か
ら
学
級
活
動
へ
、
さ
ら
に
全
校
で
の
鑑
賞
活

動
を
経
て
実
際
に
校
内
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
と
し

て
作
品
を
掲
示
す
る
活
動
を
行
っ
た
。
本
研
究

は
、
こ
れ
ら
の
手
立
て
か
ら
生
徒
の
学
び
が
深

ま
り
、表
現
力
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
様
子
を「
生

徒
の
様
相
か
ら
の
分
析
」
と
し
て
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。
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岡
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活
動
を
工
夫
す
る
こ
と
と
し
た
。授
業
を
行
う
際
は
、

生
徒
が
表
し
た
い
こ
と
を
試
行
錯
誤
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
技
法
を
取
り
入
れ
た
り
表
し
方
を
工
夫
し
た
り
し

な
が
ら
作
品
を
完
成
さ
せ
、
表
現
力
を
高
め
る
こ
と

が
目
標
と
な
る
。

　

そ
こ
で
構
成
が
シ
ン
プ
ル
で
対
話
の
糸
口
が
つ
か

み
や
す
い
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
題
材
と
し
た
。
ピ
ク
ト

グ
ラ
ム
は
、
今
後
さ
ら
に
公
共
デ
ザ
イ
ン
の
重
要
性

が
増
し
て
い
く
と
い
う
社
会
的
背
景
や
、
生
徒
に

と
っ
て
身
近
で
考
え
や
す
い
も
の
と
い
っ
た
、
興
味

関
心
を
引
き
や
す
い
題
材
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ

の
シ
ン
プ
ル
な
形
や
色
の
構
成
か
ら
、
誰
も
が
わ
か

り
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
を
追
究
さ
せ
る
活
動
を
通
し
て

学
習
課
題
が
明
確
に
な
り
、
生
徒
の
表
現
力
を
高
め

ら
れ
る
題
材
で
あ
る
と
考
え
た
。

２　

研
究
内
容

　

本
研
究
は
、「
校
内
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
計
画
」と
題
し
、

校
内
の
特
別
教
室
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
制
作
を
通
し
て

生
徒
の
表
現
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
す
。
そ
の
手

立
て
と
し
て
、
対
話
的
な
活
動
を
各
制
作
過
程
に
設

定
し
た
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
制
作
に
対
す
る
苦

手
意
識
が
強
い
生
徒
や
構
想
に
時
間
が
か
か
る
生
徒

等
を
抽
出
し
、
手
立
て
の
有
効
性
を
検
証
す
る
こ
と

で
成
果
と
課
題
を
考
察
す
る
。

（
１
）
本
題
材
の
目
標

　

形
や
色
彩
な
ど
の
造
形
要
素
の
働
き
を
生
か
し
、

伝
え
る
相
手
や
場
面
な
ど
に
応
じ
て
、
よ
り
効
果
的

に
伝
え
る
た
め
に
は
何
が
大
切
か
を
考
え
、
デ
ザ
イ

ン
を
構
想
し
表
現
す
る
。

１　

主
題
設
定
の
理
由

　

平
成
29
年
に
告
示
さ
れ
た
新
学
習
指
導
要
領
で

は
、
生
徒
が
身
に
付
け
る
資
質
・
能
力
が
、
知
識
・

技
能
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
、
学
び
に
向
か

う
人
間
性
の
三
つ
の
柱
と
し
て
整
理
さ
れ
た
。
そ
し

て
そ
れ
ら
の
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
、

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
に
よ
る

授
業
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
筆
者
は
美
術
科
の
授
業
を
行
っ
て
い
く

中
で
、
生
徒
の
意
欲
的
な
姿
勢
や
感
想
の
伝
え
合
い

が
そ
の
場
限
り
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
教
科
の
目

標
の
一
つ
で
あ
る
「
表
現
力
の
高
ま
り
」
に
十
分
に

つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
た
。
ま
た
、
表
し

た
い
も
の
を
表
せ
ず
に
い
る
生
徒
や
、
主
題
を
深
く

考
え
る
に
至
ら
な
い
生
徒
な
ど
も
少
な
か
ら
ず
見
ら

れ
た
。
そ
の
よ
う
な
生
徒
た
ち
に
も
デ
ザ
イ
ン
を
通

し
て
自
分
の
思
い
を
伝
え
、
表
し
た
い
こ
と
を
表
現

で
き
る
よ
う
な
支
援
を
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
授

業
実
践
を
行
っ
た
。

　

生
徒
が
、
発
想
に
時
間
を
か
け
す
ぎ
た
り
、
制
作

の
手
を
止
め
て
し
ま
っ
た
り
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う

な
視
点
で
主
題
を
捉
え
、
発
想
し
て
い
け
ば
よ
い
か

が
、
不
明
確
な
ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た

め
、
対
話
的
な
活
動
を
複
数
回
取
り
入
れ
、
視
野
を

広
げ
た
り
他
者
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
学
ん
だ
り
す
る
機

会
を
増
や
す
こ
と
と
し
た
。
対
話
的
な
活
動
が
、
対

象
を
よ
り
深
く
見
つ
め
た
り
、
自
分
の
思
い
や
価
値

を
つ
く
り
出
し
た
り
す
る
こ
と
を
促
し
、
表
現
力
が

高
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　

同
指
導
要
領
解
説
に
よ
れ
ば
、「
深
い
学
び
」
の

鍵
は
「
見
方
・
考
え
方
」
を
働
か
せ
る
こ
と
が
重
要

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
研
究
を
通
し
て
「
見

方
・
考
え
方
」
が
よ
り
働
く
よ
う
に
、
生
徒
の
対
話

（
２
）
指
導
計
画
の
工
夫　

【
第
２
学
年
対
象
・
全
７
時
間
】

第
１
次　

導
入
（
１
時
間
）

（
ａ
）
過
年
度
生
の
試
作
品
に
よ
る
比
較
鑑
賞

（
学
習
課
題
の
理
解
）

（
ｂ
）�

白
黒
反
転
の
効
果
を
表
す
動
画
に
よ
る
比
較

鑑
賞�

　
　
（
白
黒
反
転
効
果
の
理
解
）

（
ｃ
）
実
感
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
よ
る
比
較
鑑
賞

（
実
際
に
描
く
体
験
活
動
）

第
２
次　

構
想
（
２
時
間
）

（
ｄ
）
試
作
品
①
と
相
互
鑑
賞
に
よ
る
振
り
返
り

（
発
想
、
構
想
の
深
ま
り
）

（
ｅ
）
試
作
品
②
と
比
較
鑑
賞
に
よ
る
振
り
返
り

（
発
想
、
構
想
の
深
ま
り
）

第
３
次　

表
現
（
３
時
間
）

（
ｆ
）
制
作
途
中
に
お
け
る
相
互
鑑
賞

（
進
捗
状
況
確
認
、
表
現
の
高
ま
り
）

第
４
次　

ま
と
め
（
１
時
間
）

（
ｇ
）
作
品
完
成
後
の
相
互
鑑
賞

（
他
者
理
解
、
自
己
有
用
感
の
高
ま
り
）

※�

相
互
鑑
賞
、
比
較
鑑
賞
は
、
本
来
な
ら
ば
厳
密

に
区
別
は
で
き
な
い
が
、
便
宜
上
２
つ
に
分
け

て
提
示
し
た
。

　

本
研
究
に
お
け
る
２
つ
の
鑑
賞
の
捉
え
方
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

相
互
鑑
賞

　

生
徒
が
自
分
の
作
品
に
の
み
目
を
向
け
る
の
で
は

な
く
、
他
者
の
発
想
か
ら
学
ん
だ
り
構
想
に
つ
い
て

新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
得
た
り
す
る
活
動
。

比
較
鑑
賞

　

生
徒
が
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
し
て
制
作
で
き

る
よ
う
、
自
分
の
考
え
の
変
化
や
他
者
か
ら
学
ん
だ

こ
と
を
実
感
し
や
す
く
す
る
活
動
。
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◦�左のデザインは、やや右に寄り、全体的に弱々
しい線で描かれている。
◦�比較鑑賞後は、モチーフを中央に描き、濃く、
はっきりとした線で描いている。

図４：実感ワークシート

【生徒の発表】
◦�「Ａはいらないものが多すぎて複雑だが、Ｂは
必要なものを単純にしているのでわかりやすく
なった」

◦�「Ａは全体を表現していてあいまいな感じでわ
かりにくい。Ｂは一部を切り取って強調するこ
とで見やすくしている」

図１：過年度生の試作品のスライド

図３：実感ワークシート

◦�初めに描いたデザインは、モチーフが右に大
きく傾き、音符の軸が１本線で描かれている。
◦�比較鑑賞後の右のデザインでは、大きく力強
い線で描いている。

図２：白黒反転したマーク

【授業での対話の様子】
教師：�動画では、Ａのままだと逃げている人が暗

闇に飛び込んでいるみたいで不安な感じが
すると言っていましたが、どのようにした
らよいでしょうか。

生徒：白と黒を逆にする。
教師：�では、動画の続きを見てみましょう。�

（動画を流すとＢが出る）
生徒：おー！すごい。
教師：どこがすごいかな？
生徒：逆にしただけなのに印象が全然違う。
生徒：白と黒だけで絵を変えられるのがすごい。

に
ど
こ
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
こ
と

で
よ
り
わ
か
り
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
に

な
っ
た
か
を
考
え
さ
せ
た
。

（
ｂ
）�

白
黒
反
転
の
効
果
を
表
す
動
画

に
よ
る
比
較
鑑
賞

　

色
彩
の
変
化
に
よ
る
視
覚
的
効
果
を

実
感
さ
せ
や
す
く
す
る
た
め
に
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ　

Ｅ
テ
レ
「
デ
ザ
イ
ン
あ
」
よ
り
非

常
口
の
マ
ー
ク
を
題
材
に
し
た
動
画
を

生
徒
に
視
聴
さ
せ
た
（
図
２
）。
そ
の
際
、

動
画
を
区
切
っ
て
見
せ
、
白
黒
の
反
転

を
行
う
こ
と
で
、
作
者
の
意
図
し
た
効

果
的
な
デ
ザ
イ
ン
が
完
成
す
る
様
子
を

感
じ
取
ら
せ
た
。

（
ｃ
）�

制
作
前
の
体
験
学
習�

（
実
感
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
よ
る
比

較
鑑
賞
）

　

実
際
に
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
描
く
際
は
、

線
の
太
さ
や
モ
チ
ー
フ
の
大
き
さ
な
ど

の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
で
あ
り
、
生
徒
に

は
そ
れ
ら
を
実
感
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
制
作
前
に
実
感
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
（
図
３・
４
）
を
用
い
て
、
音
楽
室
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

を
例
に
四
分
音
符
を
描
か
せ
た
。
初
め
に
個
人
で
描

か
せ
た
後
、
周
囲
の
生
徒
同
士
で
比
較
鑑
賞
を
行
い
、

再
度
同
じ
課
題
に
取
り
組
ま
せ
る
と
、
制
作
に
苦
手

意
識
を
も
つ
生
徒
を
中
心
に
デ
ザ
イ
ン
の
変
化
が
見

ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
構
想
前
に
実
感
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
を
用
い
る
こ
と
で
、
生
徒
は
見
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
の

工
夫
を
周
囲
か
ら
感
じ
取
り
な
が
ら
、
制
作
上
の
ポ

イ
ン
ト
の
理
解
を
深
め
ら
れ
る
と
考
え
た
。

② 

第
２
次
：
構
想

「
試
作
品
づ
く
り
と
２
つ
の
振
り
返
り
」

　

こ
こ
で
は
２
枚
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
28
ペ
ー
ジ
・
図
５
）

で
段
階
的
に
構
想
を
練
り
な
が
ら
、
自
他
と
の
対
話

を
通
し
た
鑑
賞
活
動
を
行
う
。
そ
の
鑑
賞
活
動
そ
れ

ぞ
れ
で
振
り
返
り
を
行
い
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
作

品
を
つ
く
り
た
い
か
、
構
想
を
深
め
て
い
く
。
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
に
は
３
つ
の
工
夫
が
あ
る
。

◦�

２
枚
と
も
枠
を
同
じ
に
し
、
試
作
品
①
の
シ
ー
ト

の
上
に
②
の
シ
ー
ト
を
重
ね
る
こ
と
で
モ
チ
ー
フ

の
位
置
や
大
き
さ
を
簡
単
に
調
整
す
る
こ
と
が
で

き
、
表
現
し
た
い
こ
と
を
よ
り
強
く
意
識
で
き
る

よ
う
に
し
た
。

◦�

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
自
分
の
意
図
し
た
デ
ザ
イ
ン

に
近
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
試
作
品
①
の
相
互
鑑
賞

か
ら
感
じ
取
っ
た
自
作
品
の
改
善
点
を
記
述
で
き

る
よ
う
に
し
た
。

◦�

本
制
作
へ
の
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
試
作
品
①
と

試
作
品
②
の
比
較
鑑
賞
（
自
作
品
）
を
通
し
て
気

付
い
た
こ
と
の
振
り
返
り
を
記
述
で
き
る
よ
う
に

し
た
。

（
３
）
指
導
方
法
の
工
夫

① 

第
１
次
：
導
入
「
３
つ
の
比
較
鑑
賞
」

（
ａ
）
過
年
度
生
の
試
作
品
に
よ
る
比
較
鑑
賞

　

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
制
作
上
、
必
要
と
な
る
デ
ザ
イ

ン
の
工
夫
と
は
何
か
を
考
え
さ
せ
る
た
め
、
過
年
度

生
の
試
作
品
で
比
較
鑑
賞
を
行
っ
た
（
図
１
）。
１
度

目
の
試
作
品
を
Ａ
、
２
度
目
の
試
作
品
を
Ｂ
と
し
、

ス
ラ
イ
ド
で
両
試
作
品
を
比
較
し
て
気
付
い
た
こ
と

を
発
表
さ
せ
た
。
そ
の
際
、
造
形
要
素
の
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
対
比
さ
せ
て
提
示
し
、
生
徒

Ａ Ｂ
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写真１：�相互鑑賞後、試作品②に�
取り掛かる生徒

写真２：�比較鑑賞後、再度配色を�
確かめる生徒 図５：制作ワークシート（令和元年度実施）（左：試作品①　右：試作品②）

比較鑑賞（自作品）による振り返り

相互鑑賞による振り返り

図６：生徒Ａ（平成30年度）のワークシート【被服室】（左：試作品①　右：試作品②）

〈感想〉
同じ教室でも選んだアイテムや配置に
よって様子が違うことが分かった。
試作品①よりも伝わりやすく描けた。

〈試作品①、②の比較鑑賞〉
◦針と糸と布の色を変えた。
◦糸の長さを変えた。
◦線の太さを変えた。
◦糸切りばさみの向きを変えた。
◦布を斜めにした。

〈自作品の振り返り〉
良いと感じた点：わかりやすくできた。
改善点・変更点：�黒が少ない。�

白黒を反転する。

〈相互鑑賞〉
◦白黒のバランスが良かった。
◦人が意見しているのがわかった。
◦シンプルだった。

図７：�生徒Ｂ（令和元年度）のワークシート【技術室】�
（左：試作品①　右：試作品②）

〈自作品の振り返り〉
良いと感じた点：ノコギリは残す。
改善点・変更点：�人がいらない。�

インパクトがないので
物を中心にする。

〈相互鑑賞〉
◦ビーカーの立体感が良い。
◦�本棚に本がたくさんあるからすぐに
図書室だとわかる。
◦人の使い方がすごく面白い。

〈感想〉
◦�ノコギリで技術室のイメージが�
伝わった。

◦�ノコギリじゃなくても他の物でも
いいかもしれない。

◦白と黒をうまく使えたと思う。

〈試作品①、②の比較鑑賞〉
◦人を無くして物を中心に描いた。
◦�ノコギリをクロスさせることで
かっこよくなった。
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【試作品①】
◦�モチーフのビーカーやメスシリン
ダー等を配置し、理科の実験時の様
子を描いている。

◦�理科室の暗幕と液体の色を同時に
塗って表現している。

【試作品②】
◦�よりシンプルに表現するため、モ
チーフの数を減らして主役を目立た
せた。

◦�視認性を高くするため、黒色が多
かったデザインに白色を配置し、効
果的に表現した。

図８：Ｃの試作品【理科室】�
（平成30年度）

① ②

【試作品①】
◦�給食の定番の献立であるカレーをモ
チーフにした。配膳している様子を
デザインに取り入れた。

◦�ご飯の白を際立たせるため、背景を
黒色にした。

【試作品②】
◦�給食室をイメージしやすいように、
カレーライスから調理器具に変化さ
せた。

◦�より伝わりやすく表現するため、背
景を白色にし、モチーフを黒色で表
した。

図９：Ｄの試作品【給食室】�
（令和元年度）

① ②

【試作品①】
◦�わかったり、気付いたりする表現方
法を模索した。漫画でよく使用され
る表現を参考にした。
◦�パソコンらしく描くため、マウスを
描き、実際のパソコンの色にした。

【試作品②】
◦�パソコンで調べてわかった様子を強
調するため、吹き出しとマークで
使って表現した。
◦�視認性を高めるため、背景を黒色に
し、パソコンを白く大きく描いた。

図 11：Ｆの試作品【パソコン室】�
（令和元年度）

① ②

【試作品①】
◦�針に糸を通す様子を描き、被服室で
いつも製作を始める様子を描いた。
◦�針の銀色をどう表すかを悩んだが、
糸の色を濃くすることで針の存在を
際立たせた。

【試作品②】
◦�全体の存在感を更に強調させるた
め、モチーフをより大きく断ち切っ
て描いた。
◦�学校の白い壁に貼ることを考え、視
認性を高くするために白黒を反転さ
せた。

図 10：Ｅの試作品【被服室】�
（平成30年度）

① ②

が
あ
る
が
、
今
回
の
相
互
鑑
賞
を
行
う
中
で
デ
ザ
イ

ン
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
し
、
試
作
品
②
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。
試
作
品
①
で
は
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

と
し
て
は
視
認
性
の
低
い
デ
ザ
イ
ン
だ
っ
た
が
、
試

作
品
②
で
は
、
モ
チ
ー
フ
の
配
置
や
大
き
さ
、
色
の

バ
ラ
ン
ス
な
ど
様
々
な
造
形
要
素
を
取
り
入
れ
な
が

ら
よ
り
伝
わ
り
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
を
意
識
し
て
制
作

し
て
い
る
。

（
イ
）
構
想
に
時
間
が
か
か
る
生
徒
に
つ
い
て

○�

生
徒
Ｃ
（
平
成
30
年
度
）

　

Ｃ
（
図
８
）
は
、
い
つ
も
描
き
た
い
こ
と
が
ま
と

ま
ら
ず
、
構
想
に
時
間
が
か
か
る
傾
向
に
あ
る
。�

し
か
し
、
試
作
品
を
つ
く
り
鑑
賞
を
段
階
的
に
行
う

こ
と
で
、
時
間
内
に
構
成
要
素
で
あ
る
白
黒
の
配
置

を
工
夫
し
、
作
品
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
こ
と
が
で

き
た
。

○�

生
徒
Ｄ
（
令
和
元
年
度
）

　

Ｄ
（
図
９
）
は
、
何
事
に
も
慎
重
に
行
動
し
、
じ
っ

く
り
と
物
事
を
考
え
る
生
徒
で
あ
る
。
い
つ
も
は
自

分
の
考
え
の
み
で
時
間
ば
か
り
が
過
ぎ
て
し
ま
う
こ

と
が
多
い
が
、
鑑
賞
を
重
ね
る
こ
と
で
、
よ
り
他
者

に
伝
わ
り
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
を
意
識
し
て
制
作
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

（
ウ
）
独
自
の
工
夫
が
見
ら
れ
た
生
徒
に
つ
い
て

○�

生
徒
Ｅ
（
平
成
30
年
度
）

　

制
作
へ
の
意
欲
が
高
い
Ｅ
（
図
10
）
は
、
構
図
を
決

め
た
後
、
実
際
に
掲
示
す
る
場
所
の
壁
の
色
を
想
定

し
て
背
景
を
黒
に
す
る
こ
と
で
目
立
つ
配
色
に
し
た
。

○�

生
徒
Ｆ
（
令
和
元
年
度
）

　

同
じ
く
制
作
意
欲
が
高
く
、
十
分
に
構
想
を
練

【
試
作
品
を
作
り
終
え
た
生
徒
の
感
想
】

（
写
真
１
・
２
）

◦�

大
き
さ
を
少
し
変
え
た
り
位
置
を
ず
ら

し
た
り
す
る
と
印
象
が
変
わ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

◦�

ク
ラ
ス
の
人
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
見

て
、
白
と
黒
の
ど
ち
ら
を
ど
こ
に
塗
る

の
か
が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

◦�

町
の
公
共
施
設
等
で
使
わ
れ
て
い
る
ピ

ク
ト
グ
ラ
ム
は
誰
が
見
て
も
わ
か
る
よ

う
な
形
で
表
現
さ
れ
て
い
て
、
今
回
自

分
で
つ
く
っ
て
み
て
、
と
て
も
奥
が
深

い
と
思
い
ま
し
た
。

◦�

簡
単
な
絵
で
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
は
、
良
い
も
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。

【
生
徒
の
様
相
か
ら
の
分
析
】

（
ア
）�

制
作
に
対
し
て
苦
手
意
識
が
強
い

生
徒
に
つ
い
て

○�
生
徒
Ａ
（
平
成
30
年
度
）（
図
６
）

　

Ａ
は
、丁
寧
に
制
作
を
す
る
生
徒
だ
が
、

苦
手
意
識
が
強
く
自
身
の
思
う
よ
う
に
表

現
で
き
な
い
と
振
り
返
る
こ
と
が
多
い
。

今
回
、
自
分
の
試
作
品
の
良
い
点
や
改
善

点
を
具
体
的
に
振
り
返
る
こ
と
で
、
初
め

は
白
地
が
目
立
ち
視
認
性
が
低
い
状
態
の

デ
ザ
イ
ン
が
、
試
作
品
②
で
は
図
面
の
濃

淡
が
際
立
ち
内
容
の
訴
求
力
が
高
ま
っ
て

い
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

○�

生
徒
Ｂ
（
令
和
元
年
度
）（
図
７
）

　

Ｂ
は
、
苦
手
意
識
や
こ
だ
わ
り
が
強
く

制
作
途
中
に
手
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
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い
た
。
な
お
、
完
成
後
は
、
作
品
下
部
に
制
作
し
た

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
Ｐ
Ｒ
文
を
書
か
せ
た
。

④ 

第
４
次
：
ま
と
め
「
作
品
完
成
後
の
相
互
鑑
賞
」

　

作
品
完
成
後
は
、班
や
学
級
で
相
互
鑑
賞
を
行
い
、

本
題
材
を
通
し
て
考
え
た
こ
と
や
工
夫
し
た
こ
と
に

つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
ま
と
め
る
。
そ
の
後
、
校

内
へ
と
鑑
賞
の
場
を
広
く
移
し
て
し
て
い
く
こ
と

で
、
よ
り
広
い
視
野
で
よ
り
多
く
の
対
話
を
行
わ
せ

た
。

（
ａ
）
班
鑑
賞

　

ま
ず
、
発
表
原
稿
（
図
13
）
を
記
入
さ
せ
な
が
ら

学
習
を
振
り
返
ら
せ
る
。
振
り
返
り
を
確
実
に
行
う

こ
と
で
、
こ
の
後
の
鑑
賞
で
他
者
の
作
品
に
対
す
る

見
方
や
考
え
方
が
深
ま
る
と
考
え
た
。
そ
の
後
、
４

～
５
人
程
度
の
班
に
な
り
、
自
作
品
を
見
せ
な
が
ら

順
番
に
発
表
を
行
う
。

　

さ
ら
に
、
完
成
し
た
作
品
と
相
互
鑑
賞
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
（
図
14
）
を
セ
ッ
ト
で
班
員
に
回
し
、
手
元

で
じ
っ
く
り
と
鑑
賞
し
な
が
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入

さ
せ
た
。
生
徒
が
最
後
に
自
分
の
手
元
に
作
品
が

戻
っ
て
き
た
時
に
は
、
班
員
か
ら
の
鑑
賞
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
さ
れ
て
お
り
、
自
分
で

は
気
付
か
な
か
っ
た
デ
ザ
イ
ン
の
よ
さ
に
気
付
け
る

よ
う
に
し
た
。

　

班
で
の
相
互
鑑
賞
時
に
は
、
作
品
に
つ
い
て
の
疑

問
点
な
ど
を
何
で
も
聞
い
て
み
る
質
問
タ
イ
ム
を
設

け
た
。
す
る
と
、「
何
で
図
書
室
に
オ
レ
ン
ジ
色
を

塗
っ
た
の
？
」「
図
書
室
は
優
し
く
て
あ
た
た
か
い

感
じ
の
空
間
だ
と
思
っ
た
か
ら
」
と
い
う
会
話
や
、

「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
描
く
の
を
や
め
て
鍋
に
し
た
の

は
ど
う
し
て
？
」「
鍋
の
方
が
、
毎
日
色
々
な
給
食

を
つ
い
だ
感
じ
が
出
せ
る
か
と
思
っ
た
か
ら
」
な
ど

り
丁
寧
に
作
品
を
仕
上
げ
る
Ｆ
（
29
ペ
ー
ジ 

図
11
）
は
、

パ
ソ
コ
ン
室
で
調
べ
も
の
を
し
て
わ
か
っ
た
時
の
様

子
を
表
現
す
る
た
め
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
デ

ザ
イ
ン
を
決
定
し
た
。

（
エ
）�

デ
ザ
イ
ン
の
変
化
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
生
徒

に
つ
い
て

　

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
鑑
賞
活
動
の
工
夫
を
行
っ
て
き

た
が
、
中
に
は
試
作
品
①
と
②
の
デ
ザ
イ
ン
に
大
き

な
変
化
が
見
ら
れ
な
い
生
徒
も
い
た
。
初
め
か
ら
試

作
品
①
の
デ
ザ
イ
ン
に
迷
い
が
な
か
っ
た
生
徒
は
、

相
互
鑑
賞
後
に
大
き
さ
や
位
置
を
多
少
変
化
さ
せ
る

の
み
に
留
ま
っ
た
。
デ
ザ
イ
ン
自
体
に
変
化
は
な
く

と
も
、
生
徒
が
頭
の
中
で
試
行
錯
誤
し
た
様
子
は
、

試
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の

ス
ケ
ッ
チ
、
記
述
内
容
や
発
言
等
か
ら
も
見
て
取
れ

た
。
図
12
は
、
試
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
に
大
き
な
変
化

が
な
い
も
の
の
、
様
々
な
試
行
錯
誤
を
行
っ
て
い
る

生
徒
Ｇ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
あ
る
。

③ 

第
３
次
：
表
現「
制
作
途
中
に
お
け
る
相
互
鑑
賞
」

　

下
書
き
、
着
彩
な
ど
の
本
制
作
途
中
に
お
い
て�

５
分
程
度
の
相
互
鑑
賞
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

制
作
上
の
工
夫
を
感
じ
取
ら
せ
た
り
、
進
捗
状
況
を

確
認
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
活
動
は
毎

時
間
機
械
的
に
行
う
の
は
な
く
、
生
徒
の
様
子
を
見

な
が
ら
、
生
徒
が
制
作
に
つ
い
て
迷
っ
て
い
た
り
、

進
度
に
差
が
大
き
く
見
ら
れ
た
り
す
る
時
な
ど
に
取

り
入
れ
た
。
相
互
鑑
賞
後
は
、
試
作
品
か
ら
ケ
ン

ト
紙
へ
の
拡
大
作
業
時
の
際
に
、
モ
チ
ー
フ
の
大
き

さ
、
位
置
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
確
認
を
し
直
す
生

徒
や
、
試
作
の
段
階
で
は
気
付
か
な
か
っ
た
配
色
に

つ
い
て
、
セ
パ
レ
ー
ト
を
す
る
、
白
を
混
ぜ
て
明
る

さ
の
調
整
を
す
る
な
ど
の
工
夫
が
見
ら
れ
た
生
徒
が

図 12：Gの試作品【武道場】（平成30年度）
※剣道着、柔道着を基にしたデザイン

ハサミやパソコン等のスケッチが見ら
れ、どの特別教室をデザインするのか
試行錯誤している様子が見られる。

【感想】
シンプルでわかりやすいように描きた
いと思いました。クラスの人たちの�
作品がわかりやすかったので頑張ろう
と思いました。

試作品①から白黒を変化させて様々な
パターンを描き、繰り返し試行錯誤し
ている様子が見られる。
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図 15　Ｊの作品【調理室】（令和元年度）

円をなるべく綺麗に描くことと、本を目立たせることです。

本を左右対称にしたり少し傾けたりと、見やすくなるよう
に何度も修正を重ねました。

色が１色しか使えず、なかなか自分の思うようにするのは
難しかったけれど、作品の色々な所に私のアイデアを散り
ばめることができてよかったと思います。

背景のオレンジと円になっている黒い線です。読書をして
いるときのほんわかとした雰囲気を灯りのように表現した
いと思ってこのデザインにしました。

世の中にあるピクトグラムのすごさがよく分かりました。
１つの線のみで意図を伝える難しさを知って、世の中にあ
るピクトグラムを考えた人はすごいなあと思いました。

図 13　発表原稿（生徒Ｈ）

図 16　Ｋの作品【保健室】（令和元年度）

図 14　相互鑑賞ワークシート（生徒Ｉ）

【作品・ＰＲ文】
背景を白黒に分けたのは、火を使う時の
恐ろしさと楽しさを表現したかったから
です。遠くからでも見えるように、パー
ツとパーツの間隔を広げました。

【班員からのメッセージ内容】（※図 14より）
◦�背景が白と黒に分けられているのがとてもいいアイデアだと思いまし
た。火だけが赤いことでパッと見て目立つし、全体的にとてもわかり
やすいと思います。

◦�白と黒を反転させることで、鍋がよりシンプルに目立つように見える
のでいいと思いました。

【作品・ＰＲ文】
遠くからでもはっきり見えるように工夫
しました。保健室のイメージが赤色なの
で赤を使用しました。ハートが浮き出て
見えるようにしました。

【班員からのメッセージ内容】（※図 14より）
◦�遠くから見ても分かりやすく、黒、白、赤の色をバランスよく配置し
ていました。

◦�保健室にある道具ではなくハートを描いたのが良かったと思います。
保健室は怪我や病気のケアだけでなく心を休める場所なので良いアイ
デアだと思いました。

【班鑑賞】
自作品とワークシートをセット
で渡して鑑賞した後、班員から
もらったメッセージ

【学級鑑賞】
自分が良いと感じた作品を
２つ選んで記入する



32

図 17　平成30年度作品（白黒のみ） 図 18　令和元年度作品（白黒に一色加える）

写真４　校内鑑賞（平成30年度） 写真５　投票の様子（令和元年度）

写真８　美術室（令和元年度）　写真７　理科室（平成30年度）

写真３　学級内審査の様子（令和元年度）

写真６　第１音楽室（平成30年度）

音楽室 音楽室 音楽室 理科室

理科室 理科室 被服室 被服室

美術室 美術室 調理室 技術室

パソコン室 武道場 生徒会室 放送室

音楽室 美術室 美術室 調理室

調理室 被服室 技術室 技術室

図書室 図書室 保健室 保健室

給食室 理科室 被服室 パソコン室



●教育美術　2020年 8月号（No.938）33

特集　第55回　教育美術・佐武賞

と
い
う
会
話
が
聞
こ
え
た
。
生
徒
が
、
各
自
の
感
じ

方
の
違
い
に
面
白
さ
や
新
鮮
味
を
感
じ
て
い
る
様
子

が
伺
え
た
。（
31
ペ
ー
ジ
・ 

図
15
・
16
）

（
ｂ
）
学
級
鑑
賞

　

班
で
発
表
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
交
換
を
し
た
後
、
学
級

全
体
で
鑑
賞
会
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
自
分
が
よ

り
わ
か
り
や
す
い
と
感
じ
た
デ
ザ
イ
ン
を
２
つ
選
ん

で
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
感
想
を
記
入
さ
せ
た
。そ
の
際
、

鑑
賞
キ
ー
ワ
ー
ド
を
意
識
さ
せ
、
多
く
の
人
に
わ
か

り
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
の
よ
さ
に
注
目
し
て
鑑
賞
す
る

よ
う
呼
び
掛
け
た
。

（
ｃ
）
学
級
内
審
査
（
写
真
３
）

　

鑑
賞
活
動
を
終
え
た
後
、
描
か
れ
た
特
別
教
室
ご

と
に
作
品
を
分
け
、
全
員
で
投
票
を
行
っ
た
。
生
徒

は
課
題
で
あ
る
全
10
室
の
特
別
教
室
の
内
、
自
分
が

描
き
た
い
も
の
を
描
い
て
い
る
た
め
、
数
は
均
等
で

は
な
い
。
並
べ
ら
れ
た
作
品
の
中
か
ら
、作
品
を「
他

者
目
線
」
で
選
ぶ
よ
う
指
示
し
た
。

（
ｄ
）
校
内
鑑
賞
（
写
真
４
・
５
）（
図
17
・
18
）

　

各
学
級
か
ら
選
ば
れ
た
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
は
、
校
内

に
一
斉
に
掲
示
し
た
。１
週
間
ほ
ど
の
期
間
を
設
け
、

全
校
生
徒
や
職
員
に
特
別
教
室
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を

選
ん
で
も
ら
っ
た
。
そ
の
際
、
こ
の
活
動
が
単
な
る

選
出
活
動
で
は
な
く
、
一
人
一
人
が
「
他
者
目
線
」

で
デ
ザ
イ
ン
を
感
じ
る
大
切
さ
を
意
識
さ
せ
た
。
そ

の
た
め
、
放
送
に
よ
る
投
票
の
呼
び
掛
け
や
掲
示
な

ど
を
積
極
的
に
行
い
、
趣
旨
の
理
解
に
努
め
た
。
投

票
は
、
選
ん
だ
番
号
を
記
載
す
る
欄
の
横
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
添
え
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
た
。開
票
後
は
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
み
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
に
手
渡
し
た
。

【
校
内
掲
示
】（
写
真
６
・
７
・
８
）

　

投
票
後
、
最
終
選
出
さ
れ
た
作
品
は
実
際
に
特
別

教
室
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
と
し
て
実
用
化
し
て
い
る
。

本
校
は
、
校
舎
が
古
く
複
雑
な
構
造
で
、
特
別
教
室

の
位
置
が
わ
か
り
づ
ら
い
面
が
あ
る
。
し
か
し
、
ピ

ク
ト
グ
ラ
ム
を
用
い
る
こ
と
で
校
内
が
デ
ザ
イ
ン
化

さ
れ
、
来
校
者
の
多
い
本
校
で
役
立
っ
て
い
る
。

【
生
徒
の
振
り
返
り
】

○�

今
ま
で
、
色
を
使
い
、
よ
り
リ
ア
ル
に
す
る
の

が
美
術
だ
と
思
っ
て
い
た
。
白
黒
し
か
使
わ
ず
、

シ
ン
プ
ル
に
一
目
見
て
わ
か
る
絵
を
描
く
の
が

難
し
か
っ
た
。
町
中
に
あ
る
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
が

面
白
く
、
興
味
を
も
っ
た
。（
平
成
30
年
度
）

○�

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
は
元
々
好
き
で
、
色
々
な
所
に

あ
る
も
の
を
よ
く
見
て
い
た
の
で
、
自
分
で
制

作
し
て
み
る
の
は
面
白
か
っ
た
。
単
純
化
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。（
令
和

元
年
度
）

○�

細
か
く
観
察
し
て
絵
を
描
く
こ
と
は
何
度
か

あ
っ
た
が
、
で
き
る
だ
け
単
純
化
し
て
狭
い
枠

の
中
に
ど
の
よ
う
に
絵
を
配
置
す
る
か
な
ど
を

考
え
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。
工
夫
を
凝
ら
し

て
良
い
作
品
に
な
っ
た
と
思
う
。（
令
和
元
年
度
）

３　

研
究
の
成
果
と
課
題

（
１
）
成
果

　

対
話
的
な
活
動
を
取
り
入
れ
た
鑑
賞
活
動
に
よ

り
、
生
徒
は
自
作
品
を
最
初
の
構
想
で
留
め
ず
、
視

野
を
広
げ
、
構
図
の
見
直
し
や
効
果
的
な
配
色
の
工

夫
な
ど
の
よ
り
伝
わ
り
や
す
い
表
現
を
探
求
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
録
か
ら
は
、
生

徒
が
美
術
的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
て
鑑
賞
し
、

自
分
の
作
品
を
見
直
し
た
り
評
価
し
た
り
し
て
い
る

様
子
が
見
ら
れ
た
。
特
に
導
入
の
工
夫
を
行
っ
た
令

和
元
年
度
の
制
作
で
は
、
構
想
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん

で
い
る
様
子
も
見
ら
れ
た
。
本
実
践
で
工
夫
し
た
対

話
活
動
が
表
現
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
課
題

　

今
回
の
実
践
で
は
、
生
徒
は
教
師
か
ら
与
え
ら
れ

た
テ
ー
マ
を
出
発
点
に
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
制

作
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
よ
り
高
い
資
質
・
能

力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
は
、
自
分
に
と
っ
て
必
要

感
の
あ
る
題
材
を
自
ら
発
見
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
感
じ
た
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
ど
の
よ
う
に
設
定

し
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
共
同
制
作
時

に
お
け
る
対
話
的
な
活
動
の
工
夫
も
含
め
、
今
後
も

本
実
践
を
生
か
し
た
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
題
材
と
し
た

研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
こ
の
実
践
は
新
潟
県
で
開
催
さ
れ
た
令
和

元
年
度
教
育
研
究
発
表
会
で
発
表
し
た
内
容
を
よ
り

詳
細
に
分
析
し
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
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